
2024年4月薬事委員会結果 

最終版：2024年4月23日 

1.新規採用医薬品として採用(2024年4月24日から処方可能) 

◆ミダゾラム注射液10mg「NIG」（日医工）                           催眠鎮静剤 

 

2.新規採用医薬品として採用(2024年5月14日から処方可能) 

◆イリノテカン塩酸塩点滴静注液40mg「NK」・100mg「NK」（日本化薬）             抗悪性腫瘍剤 

◆ガニレスト皮下注0.25mgシリンジ（オルガノン）                  GnRHアンタゴニスト製剤 

◇センシマイルド（200mL 泡ポンプ付）（サラヤ）                    低刺激性手指消毒剤 

◆フォゼベル錠5mg（協和キリン）                            高リン血症治療剤 

◆ベプリジル塩酸塩錠100mg「TE」（トーアエイヨー）              頻脈性不整脈・狭心症治療剤 

 

3.要時発注医薬品として採用(2024年5月14日から処方可能)            

◆オルツビーオ静注用250・500・1000・2000・3000・4000（サノフィ） 

von Willebrand因子非依存型遺伝子組換え血液凝固第VIII因子製剤 

◆ゴービック水性懸濁注シリンジ（田辺三菱製薬） 

沈降精製百日せきジフテリア破傷風不活化ポリオヘモフィルスb型混合ワクチン 

■ジルビスク皮下注16.6mgシリンジ・23.0mgシリンジ・32.4mgシリンジ（ユーシービージャパン）補体（C5）阻害剤 

◆ソグルーヤ皮下注15mg（ノボノルディスクファーマ）       長時間作用型ヒト成長ホルモンアナログ製剤 

■リスティーゴ皮下注280mg（ユーシービージャパン）             抗FcRnモノクローナル抗体製剤 

 

4.要時発注医薬品として採用(処方開始時期未定)            

◆レブロジル皮下注用25mg（ブリストル・マイヤーズ スクイブ）             赤血球成熟促進薬 

→特定患者使用薬剤使用申請書対象薬（ネスプ注射液120μgプラシリンジに不応の患者に限定のため） 

 

5.院外専用医薬品として採用(2024年5月14日から処方可能) 

◆フォゼベル錠10mg（協和キリン）                            高リン血症治療剤 

◆ベプリジル塩酸塩錠50mg「TE」（トーアエイヨー）               頻脈性不整脈・狭心症治療剤 

◆ミニリンメルトOD錠240µg（フェリング・ファーマ）                  脳下垂体ホルモン剤 

 

6.正式採用から院外専用医薬品への移行(2024年5月14日から移行) 

◆ペルサンチン錠25mg（Medical Parkland） 

 

7.採用中止 

◆テトカイン注用20mg「杏林」（杏林製薬）、2024年3月31日でオーダマスタ停止 

◆ミダゾラム注10mg「サンド」（サンド）、2024年4月23日で削除 

 

8.採用中止(2024年5月13日まで処方可能) 

◆塩化アンモニウム補正液5mEq/mL（大塚製薬工場） 

◆アロフト錠20mg（ニプロESファーマ） 

◆イリノテカン塩酸塩点滴静注液40mg「SUN」・100mg「SUN」（サンファーマ） 

◆コバールトリイ静注用250・500・2000・3000（バイエル薬品） 

→コバールトリイ静注用1000の在庫有り、在庫消尽まで継続採用 

◇サニサーラW 500mL（サラヤ） 

◆セトロタイド注射用0.25mg（メルクバイオファーマ） 

◆タペンタ錠25mg・100mg（ムンディファーマ） 

◆ベタフェロン皮下注用960万国際単位（バイエル薬品） 

◆ベプリコール錠50mg・100mg（オルガノン） 

 

9.特定患者使用薬剤申請書が不要になる薬剤(2024年5月14日から不要) 

◆デファイテリオ静注200mg（日本新薬） 

■：全例調査対象薬 

◇：オーダ対象外 

以上 


